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＜病棟連絡事項＞
・延期なっていた令和2年度　第2回院内研修を下記の日程で実施します。

日　時：12月22日（火）、23日（水）17:30～18:30

　場　所：メンタル3階会議室

テーマ：｢事故対策関連｣

　講　師： 松村SGM

　当日の出欠予定の記入を各自でお願い致します。

みんなの書類フォルダー⇒委員会⇒病院委員会⇒教育委員会⇒2020年度教育委員会⇒2020院内研修⇒第2回院内研修⇒院内研修出欠表

※名前のない方は名前を出欠表へ入力し、出欠予定を記入して下さい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教育委員会
・12/15(火）病床管理者変更あり。
藤原→金井（藤原は深夜勤務のため）WIZ当番表は変更済みです。
＜患者様連絡事項＞
・栗澤　みつ子様～主治医よりバルン交換指示頂き、施行している。
・平栗　城志様～主治医より経管栄養チューブ交換指示頂き、施行している。
・豊川　葵様～本日11:30～12/11　17:00迄外泊の為、出立されている。
・大脇　ユミ様～吉田PSWより連絡あり。長女様(川守田様)より連絡あり、入院時の検査が終わったら検査結果を教えてくれるという話だったのに1週間経っても連絡が無くどうなっているのか？との確認だった様子。又、主治医と話がしたいとの希望もあったが、直接取り次ぐ事は出来ない為、面談の形であれば対応出来る事を伝えた上で、病棟スタッフより連絡する形で了解して頂き、終話したとの事。上記田名部Drへ情報提供し面談調整可の指示あり。直近であれば明日の15:30以降、週間としては火曜日～金曜日の午後15:30以降であれば対応可能との事で返答頂いている。担当の滝田Nsより御家族へ連絡して頂き、御家族は12/11　15:30で希望あり、主治医へ報告し12/11　15:30で面談予定としている。面談にて病状説明を行うに際して、至急採血(12/11朝、院内セット3)の指示あり。
＜東病棟入院・入室状況＞
・入退院・転入出無し。

＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・袴田　将志様～終日隔離中。主治医より本日から午前・午後2時間（10:00～12:00、14:00～15:00）へ開放時間拡大の指示あり。開放中は飲水要求あるが、説明・介入にて過度となる事は無く経過。引き続き精神症状を観察し、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間の開放観察実施。開放中は他室侵入や他者の私物弄り等の迷惑行為見られる為、時間早めて開放観察終了としている。室内では不潔行為や危険行動は無く経過。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
・澤口　利香様～終日隔離中。15:00～16:00の開放観察実施。開放中は時折来詰され、トイレットペーパー等の要求あるが、都度対応にて落ち着いている。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
＜要注目患者様情報＞
・城前　実様～車椅子を自操しCユニットドアが開いた際にユニット外へ出ていこうとすることがあり介入を要している。介入に対する不穏さや抵抗はない。各種検査実施しているが、スムーズに実施できている。
・長瀬　伸也様～「早く転院したいし退院したいな、目も眼科いかないと全く見えないし、さくら病院ならすぐ入れるから」と表情穏やかに話し、切迫した様子や威圧的な様子はない。
・丹崎　禮子様～書き物要求あり、対応している。訴えの頻回さはなく、スタッフ対応穏やか。帰宅要求等はなく、ユニットで他社交流や歩行運動している。
・藪　真弓様～昨日は作業療法へ移動中に意識消失し転倒、一時的に酸素飽和度低下あり。声掛けにて次第に回復しており、安静促しているが、家族への連絡などで落ち着きの無さ見られていた。本日は痙攣発作や意識消失は無く経過。
・齊藤　めぐみ様～アルコール使用障害に伴う離脱症状や不調の訴えは無く経過。今朝の熟眠感の無さ以外は特に訴えは無く経過。指示の点滴もトラブル無く施行し、終了している。
＜田名部Dr.診察＞
・袴田　将志様～診察時は淡々とした口調で返答されている。本人より舌下錠とテープ剤は内服・貼付拒否あり、臨時薬はシクレスト舌下錠15mg終了、ラツーダ20mg追加、他同内容で7日分処方。本日より開放時間拡大(10:00～12:00、14:00～16:00)の指示あり。ユニット担当スタッフへ情報提供している。又、本人より風邪薬の希望あり、本日昼からPL顆粒が2日分処方となっている。
・大澤　朋広様～右視床出血に伴う脱力や麻痺等は特に目立たず、歩行もゆっくりと行っている。八戸西病院では病棟での生活リズムの都合上、あまり眠れない事も多かったとの事だが、昨夜は問題無く休めたと話す。不眠時のIFオーダー・処方については本人からもあった方が有難いと訴えあり、IFオーダーへの追加(不眠時ブロチゾラム[0.25)1T)と1回分の処方となっている。
・安達　貴広様～診察時腰痛訴えあり、スミルスチックで対応するようにとの事。Bユニットで過ごす時間の際も特定男性患者とのトラブルは無く経過。本人はBユニットへの移動を検討してほしいと訴えているが、病棟側との相談による事を説明され、了解している。又、Bユニットで過ごす時間の拡大についても同様に病棟スタッフとの相談になる事も説明受けている。本人より下剤処方希望あり、ピコスルファートNa内用液1本処方となっている。
・小澤　和子様～診察時の疎通は良好である。排便も出ており、腹痛も無いとの事。独語については自覚しており、内容について主治医に問われると「三沢の長崎屋が…。」「テレビとステレオと…。」等と話し始めている。臨時薬はコントミン75mg→100mgへ増量、他同内容で7日分処方となる。
・若沢　理子様～診察の声掛けにも自室より動かず。主治医来棟での診察。主治医の問いには「赤ちゃんにご飯を食べさせる…。」と妄想様の発言聞かれている。臨時薬は同内容で7日分処方。
・長瀬　伸也様～調子について問われると「大丈夫です。」と話されている。眼が見えないとの訴えは続いており、眼科受診予約について確認している。退院・転院に関しての訴えも依然として聞かれており、主治医からは状態を見ながら判断すると説明を受けているが、理解は乏しく、同様の訴えを何度も繰り返している。昨日作業療法にて渡り廊下のところで喫煙を発見され、病棟スタッフより注意を受けており、タバコ臭もしていたようだが、診察時主治医より本人に確認するが、「誤解です。」と喫煙の事実は一切認めていない。喫煙の件もある為、今週は作業療法は休止とするようにとの事。臨時薬は同内容で7日分処方。
・小笠原　久年様～前傾姿勢での歩行は依然として見られ、左下肢の疼痛も軽度持続との事。外出希望聞かれているが、安全管理・感染対策の為に自粛するように促され、渋々了承している。キーパーソンからの声についても聞こえており、時に大声で叫ぶ事もあったが、破壊行動には至らず経過している。臨時薬は炭酸リチウム100mg終了、他同内容で7日分処方。
・大脇　ユミ様～診察時は主治医の声掛けに小声で返答されている。食事摂取量は徐々に増量傾向ではあるが、点滴に関しては同内容で明日分のみ処方となる。臨時薬はジャヌビア100mg→50mgへ減量、他同内容で7日分処方。疼痛時のIFオーダー(疼痛時カロナール(200)1T)追加と同薬5回分処方となる。
・立花　圭　様～診察時、青山荘の見学・体験利用について主治医より聞かれ、楽しかったと話されている。引き続き退院支援を進めていく。以前トラブルのあった特定男性患者様がBユニットで過ごされる時間があるが、特にトラブル等無く落ち着いている。
・金　留示子様～診察時には先の事が不安との事だが、気を紛らわしながら生活していると話す。今後の方向性について主治医から問われると、本人としては夫様のアルコール依存症も考えると離れた方がいいと考えており、青山荘やGHも視野には入れているとの事。青山荘への入所について、必ず行かなければならないのか？という質問を主治医へ投げ掛けているが、主治医からは生活機能訓練の場でもある青山荘よりもGHを考えていく方がいいと思われる事を説明し、了解されている。上記については夫様にも今後面談を調整し、伝えていく事とし、SWにも退院支援として上記情報を共有していく。臨時薬は同内容で7日分処方。又、不安時薬も本人から希望聞かれていたとの事で主治医へ情報提供し不安時のIFオーダー(不安時ロラゼパム(0.5)1T)追加と同薬5回分処方となる。
・藤井　孝蔵様～定期薬処方変更無し。
・大澤　茂　様～入院後、食事・睡眠共に取れており、苛々感や不穏さの出現も見られていない。不調も訴えは無い。今後は退院後の生活の場所を検討していく事を主治医より説明し、本人も了解されている。
・丹内　栄子様～診察の声掛けにも診察室に来る事は無い。主治医来棟され、ホールにて椅子に座っている本人と対面。特に変わった様子は無いが、脱衣行為や不潔行動も持続しており、主治医から脱衣行為等しないように注意を受け、本人は了解されている。
・城前　実　様～入院後の様子としては、感情不穏はなく静穏に車いすで過ごしていることが多く、食事摂取もできている。夜間睡眠はしばしば取らないで車いすで過ごしていることがあるがその際も不穏は見られずにいる。
・平山　敬之様～診察では退院後の家族との関係が不安であり、何があるか分からない為、家族とのトラブルに24時間対応してくれるところは無いものか？と話されている。主治医からは病院へ相談を頂ければ対応可能である事を説明し、了解されている。他者については終始気になっているとの事であり、特に女性の考えが分からない為、それが母様との関係にも繋がっていると自己で分析されている。主治医からはあまり他者を気にしないように促され、了承している。
＜皮膚科＞
・平栗　城志様～処置継続。ソフラチュール処方。
・藪　真弓様～処置継続。
・沼畑　勲様～処置継続。ソフラチュール処方。
・飯田　修子様～処置継続。
・小笠原　久年様～処置継続。
・澤口　利香様～処置継続。ヘパリン類似油性クリーム処方。
・木村　美智子様～処置継続。テルビナフィン処方。
・水梨　孝純様～処置継続。
・長瀬　伸也様～処置継続。
・栗澤　みつ子様～処置継続。
